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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対応を通じ、地域保健における情報連携の遅

れや業務負担の深刻化が明らかとなり、保健所・保健センターにおけるデジタル化の遅

れが課題として浮上した。本研究では、保健分野の DX（デジタル・トランスフォーメ

ーション）推進を支援するため、全国調査・ヒアリング等多面的な調査を実施し、現場の課題や成功要因

を抽出した。これらの知見をもとに、自治体が段階的に取組を進められるよう「地域保健における DX推

進ステップ表（4段階構成）」を作成した。本ステップ表は、ビジョンや体制整備、人材育成、デジタルツ

ール導入、市民参加、継続的改善などを包括的に位置づけた実践的な枠組みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究の特徴は、保健所や市町村保健センターが直面する現場の課題を出発点とし、理

論と実態を統合した実践的な「DX推進ステップ表」を開発した点にある。単なる ICT

導入にとどまらず、リーダーシップ、組織文化、住民参加なども含めた包括的な変革の

道筋を示しており、自治体が自らの現在地を把握しながら、段階的に取組を進めるための有効な指針とな

ることが期待される。 
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